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序文序文序文序文

日本国政府は、グアテマラ国政府の要請に基づき、同国の中部高原地域貧困緩和持続的農

村開発計画にかかる開発調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施いた

しました。

当時事業団は平成１２年１月から平成１３年７月まで、日本工営株式会社コンサルタント

国際事業本部の尾中健二郎氏を団長とし、日本工営株式会社及びアジア航測株式会社から

構成される調査団を現地に派遣しました。

調査団は、グアテマラ国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調

査を実施し、帰国後国内の作業を経て、ここに本報告書の完成の運びとなりました。

この報告書が、本計画の推進に寄与するともに、両国の友好・親善の一層の発展に役立つ

ことを願うものです。

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位にたいし、心より感謝申し上げま

す。

平成１３年７月

国際協力事業団

総裁　斉藤邦彦
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国際協力事業団

総裁 斉藤邦彦　殿

今般、グアテマラ国中部高原地域貧困緩和持続的農村開発計画を終了いたしましたので、

ここに最終報告書を提出いたします。

本調査業務は、貴事業団との契約に基づき、日本工営株式会社とアジア航測株式会社が共

同企業体として平成１２年１月から平成１３年７月までの通算１９ヶ月間にわたり実施し

てまいりました。今回の調査に際しまして、住民参加型調査手法を導入し、調査対象地域

の農村の問題点及びニーズを住民から抽出し、住民を主体としたボトムアップ方式の貧困

緩和持続的農村開発事業をめざし、住民の所得向上、生活環境の改善、及び天然資源の保

全と有効利用の観点から総合的に農村開発計画を策定するとともに、計画開発手法を作成

いたしました。また、農村開発計画を円滑に実施するため、①事業の技術的妥当性、②実

施、維持管理運営、サポート体制等の組織面での妥当性、③住民の問題解決能力向上の確

認等を検証し、その結果を農村開発事業実施に反映させる目的で、策定した農村開発計画

から簡易事業を選定し、その詳細実施計画を策定いたしました。この簡易事業の早期実施

とともに、そこから得た教訓に基づいた、中部高原地域の貧困緩和持続的農村開発計画事

業の実施を提言致しました。

調査団は、本報告書がグアテマラ国政府の構想する中部高原地域の貧困緩和並びに地域社

会・経済開発計画の推進に寄与するとともに日本とグアテマラ国両国間の友好と親善の一

層の発展に役立つことを願っております。

なを、同調査期間中、貴事業団及び関係各位には多大な御協力と御支援を賜り、心よりお

礼を申し上げます。また、グアテマラ国農牧食糧省、在グアテマラ国日本大使館及び貴事

業団グアテマラ国駐在員事務所の皆様より貴重な御助言と御協力を賜りました。合わせて

お礼申し上げます。

平成１３年７月

中部高原地域貧困緩和持続的

農村開発計画調査団

団長 尾中健二郎
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